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研究目的
 膵炎,とくに慢性膵炎の病橡は,わが国と欧米とでほ著しい差違があり,また,このような地域
 差は諸外国間においてもみられる。横らは,その原因を各種ストレスに対する膵臓の組織反応の差
 違に求め,その基盤と煮るものほ生活壌境とくに食盛耳の差によるものと推定し,一連の実験を行な
 って来た。著者は、この生塵に基ずき,機性膵炎の病像を左右する因子を探究するため,墜炎経過
 後の膵腸の修復過程を長期間観察することにより,膵炎の慢性化におよぼす食餌の影響を知ろうと
 したものである。
 実験材料ならびに方法
 50g前後のwistar系ラットて29匹を,高蛋白。高脂肪食餌群67匹と高含水炭素食餌群
 62匹の2群に分け,4ヵ月聞飼育し実験に供した。このラットに,エーテル麻酔のもと無菌的操
 作で開腹し,BlOckらの方法にしたがい,総胆管の十二指腸流入部において、脳血管期銀性クリ
 ップをかけ,急性膵炎を引き起こさせた。24時間後に,これを取り除き,ラットの長期生存をは
 かり,膵臓の修復過程を生化学的および組織学的立場より,経時的に2ケ月間観察した。生化学的
 検索にほ,膵臓をホモジナイズして得た乾燥粉末を用い・膵組織のムコ多糖量およびコラーゲγ量
 の変動をみた。すなわち.ムコ多糖は,その構成々分であるヘキソサミソをDische&
 Boremfreud一吉沢変法により,また,'コラ・一グツぼ;“その構成アミノ酸である・にドロ'キヅブ
 ロtヌソをNe/um曾n法に'より定量・した。'組織学的検索にほ,摘出膵を↑〇一%ホ・ル量ηソで画定しriニ
 ヘマトキシリソ。エオジン染色およびエラステカ・マツソソ染色を行ない鏡検し,2群間において
 比較検討した。
実験成績
 1・急性膵炎発生時の開腹所見二急性膵炎作製奥験剛の全例に,腱鞘眞.と総胆管の拡張がみら
 れた。また,血性腹水の貯溜および脂肪壊死班は,高蛋白。高脂肪食餌群でその頻度および程度が
 高度であったqすなわち,急性膵炎作製実験倒の全例に膵炎が発生していることが伺われ,しかも,
 高蛋臼。高脂肪食餌群にそ・の程度がより高度であった0
 2,生化学的検索所見と膵組織のヘキソサミソ量ほ,急性膵炎経過直後に両群ともに増量し,
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 4日目にそのビー券があり,必週間目に一時減少ナるが,1ヵ月目より再び増量し,2ヵ月目では
 さらに高優を示した。増量の程度は,高蛋白。高脂肪食餌群で高含水炭素食餌群に比し,明らかに
 高慶であった。また,ヒド・キシブ・りγの変動も急性期において増量し,高蛋白。高脂肪食餌群
 では,4日目にピークがあり,高含水炭素食餌群では6日目にそのピークがあった。2週目にゃ、
 減少の傾向にあるが,1ヵ月目より再び増量し,とくに2カ月目では,高蟹田。高脂肪食餌群で著明
 に増量し,明らかに高含水炭素食餌群より高雁を示した。すなわち,ヘキソサミソおよびヒド・キ
 シブ・リソほ,膵炎経過直後に増量し,一時減少の傾向にあるが,膵炎の回復期にもまた増量の傾
 向を示し,その程度はいずれ爾時期においても,高蛋臼・高脂肪食館群が高かった。
 5,組織学的検索所見言両群の1週間目および2週間目の組織像では,男島の水腫様変性,腺
 細胞の基底膜よりの解離,空胞化,腺房への浸出,間質への細胞浸潤など炎症像の残存がみられた。
 3週間目になると,高蛋白・高脂肪食餌群でほ,酵素原顆粒の再生と線維増生がみられるが,高含
 水炭素食餌群でほ,酵素原顆粒の再生が悪く,線維増生もみられたかった。その後,てヵ月日,2
 ヵ月目と次第に線維増生はより高度になり,前者ほ後者に比べて明らかにその程度が高度であった。
 また,高蛋白・高脂肪食餌群では,線維組織が腺房内にも進入している像がみられた。以上の所見
 は,生化学的検索で,ヘキノサミソおよびビド・キシプ・リソが1カ月目よク増量し,2ヵ月目に
 さらに高値を示し,しかも,高蛋白・高脂肪食餌群でより高値を示した所見と全く一致した。
結論
 以上の実験結果より,高蛋白。高脂肪食餌群でほ,高含水炭素食餌群に比して,急性膵炎による
 膵障害の程度が高度であるが,一方,その修復反応としての線維増生も旺盛であると云える。また,
 高蛋白。高脂肪食餌群で酵素原顆粒の再生が早く正常に回復しているということほ,さらに膵炎を
 惹起させる様な因子が加わった場合に高度の膵瞳害を起こす準備状態が,すでに出来ていることを
 意味する。したがって,膵炎による破壊,修復という機序がくり返えされる攻らぱ,高蛋白・高脂
 肪食餌群により高度の線維化が起るものと考えられる。これほ,欧米とわが国における慢性膵炎の
 病像の差違にほ・前者における高蛋白,・高脂肪食と後者における高含水炭素食が重要な因子として
 作用していることを示唆するものと考えられる。
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 審査結果の要旨
 本論文はわが国と欧米諸国とにおける慢性膵炎病像の差異が生活環境,とくに食餌差に影響され
 るところが大であるとの主張を究明せんがために行われたものである。すなわち著者は高蛋白,高
 脂肪食と高含水炭素食で4ケ月間飼育したラットにBIOCkの方法を用いて急性膵炎を惹起せしめ
 各食餌群にお・ける膵臓の組織反応σ)差異を生化学的立場:から穣討し,さらに膵炎の修復過程を経時…
 的に追求してこの所見を組織学的所見一と対比することにより,膵炎の慢性化に及ぼす食餌の影響を
 知ろうとしている。
 その実験成績は次の様である。
 1)B■O'Ckの方法により急性膵炎を惹起させ奄が,実験例全例に膵炎の発生をみ,しかも高蛋
 白・高肪肪食群にその程度が高度に認められた・
 2)膵炎発生後の膵臓のムコ多糖量の変動は高蛋白高脂肪食餌群論よび高含水炭素食餌群ともに
 各々その平均値は処置前O.8%,0,7%であるのに対して,2日目は1.5%,1.1易,4日目は
 2.O%,1.4循と急、性期には増量し,そ¢)後も6E]目は4.5%,1.4%,2週目は1.2%,1.0%
 と減少の傾向がみられ.たか,1月目よ砂1,4%,1、2%,2月目1.9%,1.4%と再び増量の傾向
 がみ・られているn
 5)膵炎後のコラーゲンi盲!!の変動は両群とも処縄前各々0、1ア%,0、16%であるのに対して2
 El目はロ.29%,ロ.22%と一1辱減少するが,1月目より〔〕.28%,0.25%と肉1ぴ増量し,と(
 に2月目でほ高蛋白高脂肪食群においてはロ.55%と高含水炭素食群の0,24%と比較して明らか
 に高値を示めしている。
 4.)急性膵炎後の組織学的検索では2週目までは両群共に炎症像の残存がみられて齢り,ざらに
 長期間の観察では高蛋白高脂肪食群では細胞の再生,線維増生において高含水炭素食群と比較し
 て明らかに高度であることが認められた∩
 5)従ってこれらの実験成績から高蛋白高脂肪食群では高含水炭素食群に比べて急性膜炎による
 障碍の程度も高度であるが,修復反応も旺盛であり,その結果炎症過程がくり返ざれるならばよ
 り高慶の組織荒廃に至るものと結論している∩
 膵炎の修復過程を生化学的,組織学的両面の検索を対比しつ、行い}この様な成績を得ているこ
 とは微細な変化を調査するに当り,極めて当を絹たものであり本論文は学位を授与するに値するも
 のと思われる。
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